
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主 な 行 事 

１ 日  

２ 月 避難訓練週間 全校朝会 

３ 火 前期期末テスト① 

４ 水 前期期末テスト② 得通発行（学テ） 

５ 木  

６ 金 選挙管理委員会 ALT 3 年進路説明会 14:00- 

７ 土 バドミントン秋季大会 

８ 日  

９ 月 役員選挙公示・立候補者受付開始～15 日 常任委員会 

10 火 午前授業 町研 ALT  

11 水 3 年学力テスト（総合Ａ） 得通発行（期末テ） 

12 木 評議会（10月定例・別中祭） 

13 金 選挙管理委員会 

14 土 バレーボール新人リーグ 1 次リーグ（会場校） 

15 日  

16 月 敬老の日 

17 火 立候補者選挙活動準備期間～24日 

18 水 3 年得通発行（学テ） 

19 木 別中祭会場設営・開閉会式リハーサル 

20 金 別中祭 

21 土  

22 日 春分の日 

23 月 振替休日 

24 火 立候補者選挙活動期間～27 日 ALT 常任委員会 

25 水  

26 木 評議会（別中祭反省・前期活動反省） 

27 金 生徒会役員選挙 英語検定 

28 土  

29 日  

30 月 前期終業式 通知表発行 

 

 
《 校  訓 》 

未来を拓く強い意志 
《学校教育目標》 

○自主性をもち学び続ける生徒 

○自らを律し広い心をもつ生徒 

○心身を鍛え人生を切り拓く生徒 

【釧路町立別保中学校 学校だより】令和６年８月２８日発行 No.５ 

「９月は防災月間」 
校長 藤 田 崇 充 

 我が国日本は，ご存じのようにユーラシア大陸の東端、太平洋の西端に位置する島国です。四季がハッキリとしていて、四方

を海に囲まれて山がちで変化に富んだ地形とそこに多くの動植物が生息して豊かな生態系を作り上げています。この日本列島は、

ちょうど台風の進路上に位置しているとともに、火山が沢山あって地震も頻発する非常に活発に活動する地域であると言えます。 

 さて、今年は 1月 1日に能登半島地震が発生して、正月から衝撃的な映像が流れる年明けとなりました。以後、地震の規模の

差はありますが、日本周辺も含めての各地で地震が頻発しています。この夏休み中にも、８月８日に日向灘で発生した地震では、

南海トラフ沿いで巨大地震が発生する可能性が平常時よりも高まったとして、気象庁が「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注

意）」をはじめて発表したのは記憶に新しいところです。 

 ９月１日は「防災の日」であり、９月９日は「救急の日」です。そんな日を含んでいる９月は防災月間と位置づけられていま

す。「防災の日」は、１９６０年（昭和３５年）に、内閣の閣議了解により制定されたものです。９月１日の日付は、１９２３年

（大正１２年）９月１日に発生した関東大震災にちなんだものです。また、例年８月３１日～９月１日付近は、台風の襲来が多

いとされる二百十日にあたり、「災害への備えを怠らないように」との戒めが込められているそうです。 

 関東大震災は，地震の規模を表すＭ（マグニチュード）が７．９～８．３とされています。これは非常に大きな規模の地震と

いえます。東日本大震災の時の地震がＭ９．０ですから、それにはおよばないものの死者・行方不明は１０万５千人余になって

います。どちらの地震もたくさんの尊い命が失われた出来事です。ちなみに今年発生した２つの地震のマグニチュードは次のよ

うになっています。能登半島地震（Ｍ７．６）、日向灘地震（Ｍ７．１）でした。マグニチュードはＭ６．０からＭ７．０と数字

が一つ大きくなると地震がもつエネルギーの規模が約３０倍になります。 

 南海トラフにばかり目がいきがちですが、日本にはＭ９クラスの巨大地震が近いうちに起こるであろうとされている地域が３

つあります。静岡から宮崎までの太平洋沿岸（震源域は南海トラフ）、奄美大島と沖縄の東海岸（震源域は琉球海溝）、そして北

海道の南海岸（震源域は千島海溝と日本海溝）です。この中に釧路も含まれています。我々日本人はこのような状況の中で生活

しています。災害からは逃れることはできません。しかし、災害に備えておくことで被害を最小限にすることはできます。災害

から身を守るためにはどうしたらよいか、地震⇒津波⇒避難となったときに家族とどのように連絡を取るのかなど、平穏無事な

ときにこそじっくりと考えて備えたり、確認をしておくことが大切です。８月３０日（金）には一日防災学校が２学年で予定さ

れています。９月初めには避難訓練も計画されています。今一度、これを機会に家族でいざとなった時に備えて話し合い、確認

をしていただければと思います。 

〒088-0603 釧路郡釧路町別保南２丁目 44番地１ TEL:0154-62-2019 

 

※発行日時点の予定になりますので、変更が生じた場合はご了

承下さい。 



「別中祭」のご案内 
 今年度の「別中祭」を、下記の日程で開催予定です。時節柄何かとご多用とは存じますが、

ご来校いただき、生徒の活躍をご覧いただければ幸いです。 

○期 日…令和６年９月２０日（金） 

○主な時程と内容 

   ８：４０～ ８：５０ 開祭式 

   ９：００～ ９：１５ ダンス発表 

   ９：２５～ ９：４０ 作品発表 

   ９：５０～１０：３５ 演劇発表 

  １１：００～１１：２０ 音楽発表（ボディーパーカッション） 

  １１：３０～１１：４０ 閉祭式 

  １１：５０～      給食・後片付け・解散集会 

  １３：１５～１３：２５ 帰りの学活 

  １３：３０       生徒総下校（下校バス）  ※部活動なし 

   ※予定時刻ですので、進行状況によって前後することをご承知おき下さい。 

 

スクールカウンセラー～９月の来校予定 
《伊藤 真理ＳＣ》 《村上沙由里ＳＣ》 

９月１3 日（金）１２：００～１６：００ 
9 月 6日（金） １５：００～１６：３０ 

9 月 24日（火） １４：３０～１６：３０ 

 ９月は上記の日程で来校予定ですので、お子さんのことで話を聞いてもらいたいことや相談

がありましたら、学校（担任や教頭）までお問い合わせ下さい。 

 

「森林環境譲与税」を活用した事業について 
 夏季休業期間中に、普通教室の

机と椅子が綺麗に生まれ変わりま

した。これは「森林環境譲与税を

活用した事業」で、8 月 20 日

（火）に「釧路建具家具生産協同

組合」の方が来校し、普通教室の

机の天板の交換と、椅子の入替作

業を行いました。 

 机も椅子もこれまで使用していたものより若干重たくなりましたが、天板は一回り大きくな

り（新 JIS規格）、使いやすくなっています。合わせて、机の天板が傷つかないように、デスク

マットも据えられました。今回の机や椅子の更新は、令和 4年度の「釧路町中学生模擬議会」

の一般質問で取りあげられ、それが実現するかたちとなったものですので、これからも後輩達

が気持ちよく末永く使用できるように、丁寧に扱うようにして下さい。 

お知らせ 校舎改修工事にかかわって 
 夏季休業期間を利用して実施していた、校舎の改修工事の前半が終了しました。今回の工事で

は、①２階トイレの改装と洋式化、②廊下の暖房機器の更新、③暖房機器の更新に伴う棚の改修、

④照明器具のＬＥＤ化が行われました。 

 今後も引き続き９月末までを目処に①１階トイレの改装と洋式化、②各教室の暖房機器の更新

作業が行われます。学習活動に影響が出ないように配慮して工事を進めていきますので、ご理解

とご協力をお願いいたします。 

【Before】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【After】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒玄関の天井が剥がされ、配管がむき

出しになっていました。靴箱もビニール

で覆われていました。 

床のタイルとモルタルのはつり作業の

途中です。エアーブレーカー（だと思います

が…）の音が、校舎内に響いていました。 

生徒用女子トイレの、個室用の壁を設置

している作業の様子です。 

新しい女子トイレです。個室が 7 室あ

り、全て洋式化されたので、使い勝手が

良くなったと思います。 

洗面台は男女共に 2 台ずつ設置されま

した。鏡に手を洗った後の水滴などつけ

ないで下さいね。 

個室です。男女で若干レイアウトが違い

ますが、白を基調とした明るい雰囲気

で、清潔感があります。 

新しい男子トイレです。個室が 3 室、小

便器が 6 つ設置されました。 

小便器のうちの一つには、身体を支える

ための手すりも設置されています。 
温水洗浄機能もついており、快適な環境

が整いました（9 月中旬から使用可）。 


